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【方位プロット】（図4）
④極点図
　特定の結晶面に注目し、それらの面と試料座標系との関係を
示したものです。特定の結晶面が試料のどの方向に向いて
いるかがわかります。
⑤逆極点図
　結晶面ではなく試料座標に注目し、それらの面と結晶面との
関係を示したものです。試料面と平行になっている結晶面が
わかります。

【チャート】（図5）
　マップなどで描けるデータはグラフとして表現することが可
能です。結晶粒径、結晶方位、粒界の回転角をチャートに表すこ
とが多いです。

まとめ
　EBSD法では金属やセラミックスなどの無機材料の特性に関
係する結晶粒径や形状、結晶方位や配向性などのミクロ組織
を調べることができます。
　しかしながらEBSDの測定深さは数十nmと非常に浅く、試料
の表面状態の影響を大きく受けるため、正しい測定を行うため
には試料を適切に作製する必要があります。
　中丹技術支援室では試料の前処理からマッピング像やチャー
トなどの様々な解析が行えますのでぜひご相談ください。

EBSD法とは
　金属やセラミックスなどの無機系材料はミクロン単位の結
晶粒の集合体です。結晶粒は同じ向きに並んだ原子の集まり
で、結晶粒の大きさ（結晶粒径）や向き（結晶方位）は材料の強
度などの性質に影響します（図1）。
　結晶構造の測定には一般的にX線回折法が用いられます。X線
回折法では結晶の平均的な情報が得られるのに対して、EBSD
法は結晶粒の単位で結晶方位を特定することができます。
EBSD法は図2に示すとおり走査電子顕微鏡（SEM）中で大きく
傾斜した試料に電子線を照射し、そこから飛び出すEBSDパター
ン（菊池パターン）からミクロな組織構造を解析する手法です。

EBSD法で得られる情報
　EBSD法では様々な解析を行うことができますが、その中で
もよく使われる解析について紹介します。
【マッピング像】（図3）
①IQ(Image Quality)マップ
　各測定点のパターンの鮮明さを表したものです。サンプル
調整不良や塑性ひずみは鮮明度を低下させる可能性があり
ます。
②IPF(Inverse Pole Figure）マップ
　結晶面の向きを色で表したものです。図3のIPFマップは全
体的に異なる色で示されており、ランダムな結晶方位である
ことを示しています。
③Kernelマップ
　測定点と隣り合った部位との方位差を表したものです。結晶
方位差を観察することで、結晶内の残留応力を推察すること
ができ、青色ほどひずみが少ないことを示しています。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp

中丹技術支援室

　材料の強度などの性質は主に「化学組成」と結晶粒径などの「ミクロ組織」で決まります。金属やセラミックスなどのミクロ組織を
評価する方法として、EBSD（電子線後方散乱回折：Electron BackScatter Diffraction pattern）法が広く用いられています。今回は
EBSD法によるミクロ組織の代表的な解析事例について紹介します。

EBSD法による材料のミクロ組織解析機器紹介

図3　マッピング像
（左から、①IQマップ、②IPFマップ、③Kernelマップ）

図2　EBSDパターンの発生図1　結晶粒の模式図

図4　方位プロット（上から、④極点図、⑤逆極点図）

図5　チャート（結晶粒径分布）

るものや聞こえてきた声を鵜呑みにしてしまうと、誰でも思い
つくような平均的な答えしか出てきません。目の前で起きてい
ること（現象）に惑わされずに、なぜそうなっているのか（本質）
を捉えていく。それが“察する”力になります。

例えば1300年前の人物の気持ちを“察する”
　京都から奈良へと向かう途中、井手町の山腹の丘の上に「橘
諸兄公旧跡」という観光スポットがあります。橘諸兄（たちばなの
もろえ）は奈良時代の左大臣で、井手の地を愛し別荘も建てて

いたそうです。でも
「旧跡」なので今は近
年に建てられた石碑
と彼の由緒を刻んだ
石板だけがあり、周
りは360°竹林に囲
まれていて眺望もあ
りません。私は正直

云ってこの石碑をわざわざ見に行きたいとは思えませんでした。
　ここで“察する”です。推察してみるのです、望めばどこにでも
居を構えられたであろう権力も財力もあった奈良時代の左大
臣がどうしてここに住みたいと思ったのだろうか、どうしてこの
地を推したいと思ったのだろうかと。

「跡」ではなく今も魅力ある観光スポットに
　秋の夕刻、そんなことを考えながらの帰り道、坂を下りなが
らふと前を見ると、眼下に息を飲む風景が広がっていました。
向こうに広がる丘陵は逆光で黒い影となり、丘の端を縁取るス
スキは金色に輝いて。さらに下りて行くと横たわる木津川の川
面が陽に光っていて「あ。彼はこの風景を手に入れたくて、井手
の高台に別荘を構えたんだ」と直観しました。これはあくまで
推察で実際のところは不明ですが、こう定義すると観光スポッ
トとしての紹介の仕方も変わってきます。石板にあるような「こ
こには昔、橘諸兄の屋敷がありました。諸兄は奈良時代の左大
臣で…」という説明ではなくて、「奈良時代の左大臣であった橘
諸兄が、別荘を建ててまで手に入れたいと思った風景が1300
年後の今もここにあります。彼が愛したこの風景を、ぜひこの
場所に立って見てみませんか」と。どうです？ 行きたくなりませ
んか。そのためには竹林を伐り拓いて眺望を確保する必要が
出てきますが。
　問題を定義したら解決のためのアイデアを出して実際に
作ってみる。デザイン思考の次のステップになります。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

問題を解決するために絶対必要なもの
　問題を解決するために絶対必要なものは？と聞かれたら、ど
う答えますか。いろいろ考えられますが「絶対必要」となると、そ
の答えは「問題」です。そもそも問題がないと解決のしようがな
い。「そんなの当たり前や」と思われるかも知れませんが、近年
この「問題」のあり方が変わってきています。

何が問題なのか わからない時代に
　以前は「問題」が目の前にありました。誰が見ても明らかで、
割と単純な問題。解き方も明確で、それに向き合って解決して
いけばよかった。解決が比較的容易な「問題」の時代でした。
　その後「問題」を「発見」する時代になりました。すぐには見え
ないけれども、探せば見つかる問題。複雑だけれど時間をかけ
て取り組めば「何が問題なのか」が分かり、「どう解けばよいの
か」が見えてくる、そんな「問題」の時代でした。
　そして現代は「問題」を「発明」する時代になりました。探すだ
けでは見つからない、解き方を考える以前に問題自体が明確で
ない。何が問題なのかを定義することが困難で、それこそ問題
を「発明」しないことには解決することができないのです。

問題を「発明」するために
　では、何が問題なのか分からないという状況の中で問題を
「発明」する、つまり問題を提起し定義していくためにはどうす
ればいいか。まずは現状を把握することが大切で、そのために
は従来から当事者や対象となるゾーンの人々に対しアンケー
トやヒアリング等のリサーチを行いますが、対象者の回答や意
見をそのまま真に受けるだけでは問題は発明できません。じ
つは対象者自身もよく分かっていなかったり、対象者が思って
いるのとは別のところに問題があったりします。そこで重要に
なるのがデザイン思考の“察する”というステップです。
　対象者が回答しているときの表情や動きを観察し、その奥
にある感情の動きを洞察し、なぜそうなるのかを推察してい
く。さらにはヒアリングの対象を当事者だけでなくもう少し広
げてみる。ちょっと突飛な考えを持っていそうな人にも聞い
てみる。

“察する”力を育てる
　“察する”力を養い育てるためには、普段から感度を磨く、研
ぎ澄ましていくことが大切です。感度とは、まずは直観、つまり
「多くの人がこう思うだろう」ではなく、とにかく自分が感じるこ
と。感じる、気づく、気になる、そして見過ごさない力。目に見え

　前例のない課題。未知の問題。それらに対しデザイナーの思考プロセスを活用して解決を図る、それをデザイン思考と呼んで
います。デザイン思考は大雑把に云うと４つのステップに分けられますが、その最初のステップが“察する”ことです。対象の動き
を観察し、気持ちを洞察し、本質を推察して問題を提起し定義する。観察、洞察、推察。今回はこの“察する”といことについて考え
てみます。

企画連携課　古郷 彰治
Design Thinking！（2） “察する”ことからデザイン思考を始める
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